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研究成果の概要（和文）：モジュラー製品として分類されているトラックの開発において、中国

の一汽と中国重汽はモジュラー型開発戦略を取っているのに対し、韓国の現代自動車は統合型

開発戦略を進めていることが分かった。また、中国における日・韓・独・民族系乗用車の競争

戦略と研究開発システムについて調べた結果、組織間協業の形態が開発と生産別に異なるため、

組織間協業の主要な形成要因を開発協業の形成要因と生産協業の形成要因を組み合わせて折衷

的に説明する必要があることが明確になった。 
 
研究成果の概要（英文）： This research clarifies that as the types of inter-organizational cooperation 

between product development and production processes are different, the formative factors of them 

should be eclectically combined to expound the inter-organizational cooperation.   
 
 
交付決定額 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合	
 計 
2009年度 1,300,000	
 390,000	
 1,690,000	
 

2010年度 1,000,000	
 300,000	
 1,300,000	
 

2011年度 500,000	
 150,000	
 650,000	
 

年度 	
 	
 	
 

	
 	
 年度 	
 	
 	
 

総	
 計 2,800,000	
 840,000	
 3,640,000	
 

 
 
研究分野：国際経営 
科研費の分科・細目：経営学 
キーワード：(1)	
 モジュラー型製品の差別化	
 	
 	
 (2)	
 	
 中国のトラック産業	
 	
 	
 	
 (3)	
 	
 組織間シス

テム	
 	
 	
 (4)	
 	
 自動車メーカーの競争戦略	
 	
 (5)	
 	
 組織間協同	
 	
 (6)	
 	
 競争戦略	
 	
 	
 (7)	
 	
 1 次と 2

次部品メーカー	
 	
 	
 (8)	
 	
 日韓中独の自動車メーカー 
 
1.  研究開始当初の背景	
 

	
 中国の乗用車市場はWTO加盟以降、消費者の

好みの多様化によって、より高品質の車を求

める需要層と小型車を求める需要層に両極化

が進んでいる。しかし、これまでは両極化さ

れてきた市場を外資系乗用車メーカーと民族

系乗用車メーカーが棲み分けしてきたが、石

油価格の高騰と世界経済の低迷で外資系乗用

車メーカーも小型車市場へ参入を急いでいる。

そのため、外資系と民族系の乗用車メーカー
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の間で競争が以前より激化する様子を呈して

いる。ただし、民族系乗用車メーカーはパッ

ケージ化されたモジュール・ユニットを寄せ

集めて小型車を中心とした低価格車を提供し

ながら市場シェアを伸ばしてきたが、品質問

題が頻発して2007年から市場シェアを急速に

落としている。他方、日韓独系の外資系乗用

車メーカーは中国の消費者の嗜好に合わせて

車の開発を現地化してきた結果、乗用車市場

で市場シェアを以前よりも高めている。	
 

一方で、統合型製品アーキテクチャを持つ

乗用車とは違って、モジュラー型製品アーキ

テクチャを有するトラックの生産では、民族

系トラックメーカーが強い競争力を持ってい

る。そのため、民族系トラックメーカーがト

ラック市場のシェアの90％以上を取っている。

したがって、この産業では事実上民族系トラ

ックメーカー同士の市場シェア争いが展開さ

れている。このようなトラック産業では重要

国家プロジェクトや北京オリンピックの準備

によって整備されてきた道路網の増加に伴っ

て、生産台数が急増している。中国のトラッ

クメーカーは多くのトラックを中近東、アフ

リカ、中南米に輸出しており、トラック産業

は中国の重要な成長産業になっている。	
 

しかし、今後中国の乗用車産業とトラック

産業は金融危機によって世界的に高品質であ

りながら高仕様の小型車市場の需要が急速に

拡大しているため、大きな変換期を迎えてい

る。このような競争で先手を取るため、外資

系と民族系は必死になって研究開発に力を入

れている。そこで、本研究では、中国の外資

系自動車メーカーと民族系自動車メーカーが

高品質で高仕様の小型車、低燃費対応車、環

境対応車をめぐって激しく展開されているデ

ファクトスタンダード競争を勝ち抜くため、

どのような競争戦略を構築しているのかにつ

いて調べる。そして、外資系企業と民族系企

業がこのような競争戦略を展開することで形

成されるようになった乗用車とトラックの研

究開発システムが、企業の組織能力と商品開

発能力の向上にどのような影響を及ぼしてい

るのかについて比較研究をする。	
 

	
 
２．研究の目的	
 
	
 近年、効率的な組織間システムの形成方法
として、製品アーキテクチャに関する研究が
活発化している。これらの議論では、経済合
理性の側面から組織間開発システムを製品
アーキテクチャに同型化することが求めら
れると論じられてきた。例えば、製品の構成
部品同士が構造的に容易に分割できるモジ
ュラー型アーキテクチャ製品では、ある企業
とその部品メーカーとの開発業務も明確に
分業化できるため、組織間で複雑な調整があ
まり必要とされない。このようなモジュラー
型アーキテクチャ製品で、もし濃密な調整が
行えるように組織間開発システムを設定す
るならば、それは機会費用の高い無駄な活動
となる。したがって、モジュラー型アーキテ
クチャ製品を開発するためには、独立分業型
組織間開発システムが適合的である（青島・
武石、2001）。	
 

しかしながら、多くの先行研究では、経済

的合理性に基づいて組織間開発システムを

製品アーキテクチャに適合させる必要があ

ると論じられてきたため、技術決定論になり

がちであった。そのため、同じアーキテクチ

ャ製品でも、外部環境と組織内部の資源とい

う制約条件の下で、企業が競争相手の戦略的

行動を意識しながら、ある程度自主的に選択

した競争戦略の違いによって、組織間開発シ

ステムの形態が違ってくることについては、

充分な検討が行われてこなかった。	
 

近年、急成長する中国自動車市場では熾烈

な市場競争に勝ち抜くため、外資系自動車メ

ーカーと民族自動車メーカーが外部環境と

組織内部の資源という制約条件の下で独自

の競争戦略を展開している。外資系自動車メ

ーカーは民族系自動車メーカーが容易に模

倣できない技術開発能力を備えていくため、

本国の組織間システムを現地化しながら、部

品メーカーと効率的な組織間システムを構



 

 

築しようとしている。	
 

一方、車の開発のノウハウがあまり蓄積さ

れていない中国の民族系自動車メーカーは、

技術力と商品力で先行している外資系自動

車メーカーをできるだけ速くキャッチアッ

プするため、外資系自動車メーカーの戦略的

な行動を学習しながらも、それとは差別化さ

れた低価格による成長戦略を展開している。

このように、中国では外資系自動車メーカー

と民族系自動車メーカーが国の政策、部品技

術、組織内部の経営資源、競争相手の戦略行

動などを考慮しながら選択した競争戦略に

よって、組織間の研究開発システムが形成さ

れている。本研究は、中国の乗用車市場とト

ラック市場で日韓独の外資系と民族系自動

車メーカーが外部環境と内部資源という制

約の下で、競合相手の戦略的行動を意識しな

がら、高品質で高仕様の小型車、低燃費対応

車、環境対応車をめぐって激しく繰り広げら

れているデファクトスタンダード競争を勝

ち抜くため、どのように競争戦略を展開して

いるのかについて調べる。そして、これをベ

ースに外資系企業と民族系企業が形成して

いる研究開発システムが組織能力と商品開

発能力の向上にどのような影響を及ぼして

いるのかについて明らかにすることを本研

究の目標とする。	
 

	
 
３．研究の方法	
 

中国における日韓独系自動車メーカーの

研究開発の現地化と、国内と中国の研究開発

体制をどのように連携しているのかについ

て、日韓独の自動車メーカーで聞き取り調査

を行った。また、ドイツの乗用車メーカーと

トラックメーカーの中国における技術開発

と提携戦略について調べた。さらに、韓国の

南陽にある現代自動車の研究開発センター

と全州にある商用車研究開発センターを訪

れ、開発組織と部品メーカーとの協業につい

てインタビュー調査を進めた。	
 

	
 

(1)	
 日系企業の訪中調査	
 

	
 中国におけるトヨタ系の部品メーカーで

の聞き取り調査を実施した。	
 

	
 

(2)	
 韓国系企業の訪中調査	
 

	
 北京現代とその部品メーカーでの聞き取

り調査を行った。現代本社、全州商用車開発

センター、部品メーカーの開発技術者とイン

タビュー調査と工場見学を進めた。	
 

	
 

(3)	
 民族系企業の訪中調査	
 

	
 乗用車メーカーとして吉利汽車を、トラック

メーカーとして中国重汽と一汽解放をインタ

ビュー調査の対象として取り上げて、中国の民

族系自動車メーカーの研究開発システムにつ

いて分析した。また、中国の重要トラック産業

の集積地である山東省での実地調査を行い、ト

ラックメーカー同士の組織間システムの違い

について調べた。一汽解放の長春工場を訪れ、

インタビュー調査を行った。	
 

	
 

(4)	
 ドイツ系企業に関する訪中調査	
 

	
 ドイツ系自動車メーカーである上海 VW の安

亭工場を訪れ、購買担当者とインタビュー調査

を行った。また、その部品メーカーで米国系ビ

ステオンの子会社を訪問し、調査を進めた。ま

た、一汽 VW の工場を見学した後、その開発シ

ステムについて調べた。	
 

	
 
４．研究成果	
 

	
 中国の自動車産業は成長が続いている中で

、民族系と外資系の市場シェア争いが激しさ

を増している。そこで、自動車メーカーと部

品メーカーの間の効率的組織間協業と開発シ

ステムが競争優位を獲得できる重要な手段と

して注目を集めている。	
 

	
 本研究の目標に従って、研究を調べ、以下

のような研究成果を上げることができた。	
 

	
 2009年では、日韓中独の部品メーカーの研



 

 

究開発と海外展開に関する階層的分業システ

ムについて研究を行い、国際ビジネス研究学

会で論文を掲載させた。	
 

	
 2010年度では、これまでの中国における自

動	
 車メーカーの組織間システムの結果とし

て、白桃書房から単著で「組織間協業システ

ムの形態とその形成要因—中国におけるフォ

ルクスワーゲンと現代自動車」という本を出

版した。	
 

	
 2011年度の研究では、中国自動車産業にお

ける組織間協業の形態とその主要な形成要因

がどのように異なるのかという課題を設定し

た。中国の民族系自動車メーカーとして吉利

自動車、外資系自動車メーカーとして天津ト

ヨタ、北京現代、一汽フォルクスワーゲンを

取り上げ、論文を執筆し、商学論纂に発表し

た。この論文では中国の民族系自動車メーカ

ーである吉利がどのように研究開発をしてい

るのかを明らかにしている。中国の民族自動

車メーカーはモジュラー型製品開発を進めて

おり、製品の統合性を重視する外資系自動車

メーカーとは異なる戦略を進めていることが

明らかになった。	
 

	
 韓国系自動車メーカーである現代自動車
と起亞自動車はトヨタと異なり、製品の統合
性を重視する開発協業体制を進めているも
のの、生産では分業体制を構築していること
が明確になった。ドイツ系自動車メーカーで
あるフォウルクスワーゲンは欧米流の exit
型組織間取引をしつつ、開発では統合性の高
い協業型組織間協業を、生産ではモジュラー
的な分業体制を進めていることが分かった。
中国における日・韓・独・民族系乗用車の競
争戦略と研究開発システムを相互比較し、そ
の戦略的なインプリケーションを明らかに
している点において今年度の研究は研究実
施計画に沿ってある程度目標を達成できた
と評価できる。また、国際学会である AIB の
conference	
 proceedings に掲載が確定し、そ
の内容をワシントン DC で報告する予定であ
る。さらに、アンケート調査で回収されたデ
ータをベースに統計分析の論文を執筆中で
ある。	
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